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勝納川河口

於古発川河口
色内川河口

小樽市の人口（明治10年） 6,433人＜小樽のあゆみ＞
明治2年 開拓使を置き「蝦夷」を改め「北海道」と称し、

「オタルナイ（村並）」を「小樽」に改める。

勝納川周辺（信香町、勝納町、

新富町等）に街区が形成

１



勝納川河口

於古発川河口

色内川河口

小樽市の人口（明治20年）15,461人＜小樽のあゆみ＞
明治13年 手宮（小樽）~札幌間鉄道開通
明治26年 日本銀行派出所開所
明治29年 小樽商業会議所開所

（現・小樽商工会議所）

住吉神社

水天宮

色内周辺に

街区が形成

手宮の駅周辺に

街区が形成

住吉神社下の駅周辺に

街区が形成
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南小樽駅（現在）



勝納川河口

於古発川河口 色内川河口

小樽市の人口（明治32年）61,893人

南小樽駅（現在）

浅草寺

浅草寺下の富岡、稲穂、

花園周辺に街区が形成
石山町、豊川町周辺に

街区が形成

浄応寺
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小樽駅（現在）

南小樽駅（現在）

小樽市の人口（明治40年）90,373人＜小樽のあゆみ＞
明治38年 函館本線全通
明治41年 北防波堤完成
明治44年 小樽高等商業学校開校

（現・小樽商科大学）
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小樽駅

南小樽駅

小樽市の人口（大正14年・国調）134,469人＜小樽のあゆみ＞
大正11年 市制施行
大正12年 小樽運河（第１期）完成
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小樽駅

南小樽駅

小樽市の人口（昭和5年・国調）144,887人
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南小樽駅

小樽駅

小樽市の人口（昭和10年・国調）153,587人＜小樽のあゆみ＞
昭和15年 高島町、朝里村を合併

第１ふ頭完成
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小樽駅

南小樽駅

小樽市の人口（昭和25年・国調）178,330人＜小樽のあゆみ＞
昭和29年 朝里川温泉郷を開発
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南小樽駅

小樽駅

小樽市の人口（昭和35年・国調）198,551人＜小樽のあゆみ＞
昭和33年 塩谷村を合併
昭和37年 市役所庁舎（別館）完成
昭和38年 市民会館完成
昭和39年 小樽駅～南小樽駅間の高架化

9



南小樽駅

小樽駅

小樽市の人口（昭和60年・国調）172,486人＜小樽のあゆみ＞
昭和60年 長橋バイパス建設工事着工
昭和61年 小樽運河散策路完成
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小樽駅

南小樽駅

小樽市の人口（平成27年・国調）121,924人
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